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 ● 評価方法
論文作成プロセスにおける討論30％・発表20％・論文作成50％等で総合評価す
る。

 ● 参考文献 指導の中で必要に応じて紹介する。

レビューアーや編集委員に基づいて論文を改定し、再投稿できる。

論文の投稿規定に沿った論文を作成できる。

倫理規定や投稿要領に基づいて論文を投稿できる。

作成した図表に基づき、論文の考察ができる。

作成した論文を推敲し、質を高めることができる。

SPSSやSASなどの統計ソフトを使いこなすことができる。

自ら収集したデータに基づいて必要不可欠な図表の作成ができる。

関連文献を批判的かつ公正に読みこなし、論文作成に必要な知識を見出すことが

できる。

目的に沿った研究計画を立てることができる。

研究計画に沿ってデータを収集できる。

　行動目標 (SBOs)

研究計画と関連する文献を収集し、系統的に整理できる。

　一般目標 (GIO)

産業保健疫学的アプローチを用いて、研究を計画・立案し、データの収集を行う。収集し
たデータを適切な統計手法により解析し、論文を作成する。論文は可能な限り査読システ
ムが確立した専門誌に投稿する。

　開講時期：

 ● 科目の教育目標

科目名 産業保健疫学論文指導
科目責任者 （産業・地域看護学　教授）



 ● 授業内容

中谷書き始めから論文の受理までのプロセスをデータを用いて指導する。

内容 担当教員

論文作成にあたって、論文の書き方の基本から応用まですべての範囲をカバーする。 中谷


